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1. はじめに

 ダンス活動はスポーッと異なった, 様々な有用

性 を子 どもたちに提供することができる。重度 ・

重複障害があ り発達段階の低い子どもたちに対す

るダンスの指導において, 彼らの障害が重 く, 経

験することに限界があ り, 考えた り感じた りでき

ないのではないかという理由で, ダンス活動に参

加できないということはない。よく検討 された理

念 と技術があ り, 適切な題材が用意されれば, 基

本的に障害のない子どもたちへの指導と大きな違
いはない。

 ただし, ダンスには非常に多 くの種類があり, 

重い障害のある子ども達にとって, 全てのダンス

が適 しているわけではない。例えば, バ レエや日

本舞踊のように独特なスタイルのダンスはアレン

ジする必要がある し, 自然な動きを基本 とした創

造的なダンスはモチーフを工夫する必要があるだ

ろう。従って, 障害の重い子どもたちの特別なニー

ズに合う, 適切なダンス活動の内容, 指導法, 評

価等の検討は必要かつ重要である。

2. 研究方法

 ダンスには表1に 示 したように2つ のタイプが

あ り, それぞれ障害のある人に適応するために, 

修正や工夫が必要となる。

どちらのダンスを選択するかは, 参加者の身体

的, 認知的能力, 指導者と参加者が満足できる指

導スタイル, 指導者が到達 して欲 しいと望むゴー
ルなど様々な要素によって判断すべきである。

 そこで今回の研究においては, (1)型 のある

ダンスとして, 補助者 とペアになって行うフオー

クダンス活動, (2)型 のないダンスとして, 動

きを引き出すために音楽を用いた即興的な身体表

現(ダ ンス)を 活動内容として選択 した。それぞ

れの実践について修正, 工夫 した点をまとめた。

また評価の方法 として, フォークダンス活動では

簡単な評価票を作成 した。即興ダンスではSD法

を用いた評価を行った。

3. 研究結果

(1) 型のあるダンスについて

 フォークダンス活動は, あらかじめ決められた

振 りを音楽に合わせて行うため安心感があり, 一

般的にもなじみがあり, 取 り組みやすい活動であ

る。障害の重い子ども達が行う場合は, 自力で動

くことが困難でも, パー トナーの適切 なリー ドと

補助によって楽 しむことができる。適応の工夫 と

して, (1)シンプルな振 り付け, (2)柔軟な指導, (3)

多面的なアプローチ等を試みた。

評価として補助者が簡単に記録できる評価票を

作成 した。その結果, 参加者はダンス活動 を楽 し

み, コミュニケーション面, 運動面に有効な刺激

を得ることができたことが示唆された。

(2) 型のないダンスについて

2名 の重度 ・重複障害児を対象として, 音楽を

手がか りとした即興的ダンスを実践し, (1)対象者

が どのような表現を行ったか, (2)表現に対する客

観的な評価についての知見を得ることを目的とし

て検討を行った。その結果, 対象者は2名 とも音

楽を感 じて即興的に表現する様子が見られた。ま

たそれに伴い, 感覚(聴 覚)運 動水準が向上した。

SD法 を用いた評価は, 指導者の観察による主

観的な評価を裏付けて くれる結果となり, 複数の

目から見た客観的な妥当性を与えて くれたことが

示唆された。(図1)

表1. ダンスのタイプと障害児 ・者への適応

図1. SD法 を用いた即興的ダンス評価の例
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